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甲状腺 と肺結 核の相 互関係 に関す る臨床的 な らびに実験的研究(第1報)

甲状腺疾患患者965名 における胸部X線 直接撮影所見の統計的観察

高 尾 泰

東京大 学伝染病研究 所臨床研 究部(部 長 北 本 治 教授)

受 付 昭 和33年11月21日

I緒 言

甲状腺 と結 核症の関係は,Rokitansky,Virchowの

時代 か ら多 くの研究者 によ り多方面 にわた る研究発表が

なされ てい るが,未 だ統一 あ る結論 を得 るにいたつ てい

ない現状 であ る。その間の 事情 は,Schafer,E.L.1),

Gloyne,S.R.2),Rose,E,Hopkins,H.U.3),石 丸4),

森5),木 場6),久 木 田7)ら によ り文献 的考察が なされ,

その多彩 な業績 とともに詳細 に報告 され てい る。

近年 にい た り,抗 結核剤中パ ラア ミノサル チル酸 およ

び チオセ ミカルバ ゾンに よる甲状腺腫が臨床的,実 験的

Balint,J.A.et al.47),Davies,T.W.et al.48),

Edward,A.W.49),尾 形 ら50),鳥 飼 ら51),七 条52)ら

に よ り報 告せ られ,甲 状腺機能を抑制 す るといわれ る コ

ーチ ソンの肺結 核症に 及ぼす影響 も論 じられて1)き た

ので,こ こで改 めて この命 題 を再検討 す るの も有意義 と

考 え,か っ従来甲状腺疾 患患 者の胸部X線 写真 を系統 的

に調査 した報告が な く,ま た 甲状腺 と結核症 の 免疫学

的,体 質 的な関係が 成立す ると述べ られ てい るに もかか

わ らず この点 を実験 的に追究 した報告 は寥 々た る現状 で

あ るので,と くにこの2点 に着 目し,幸 い 東京都 品川

区 伊藤病院院長伊藤尹 医学博士 の 御協力 が得 られ たの

で,同 病院 に甲状 腺 切 除術 を 目的 として入院 したバセ ド

ウ氏病(以 下M.B.と 略)お よび 結節性 甲状腺腫(以

下Str.nod.と 略)患 者につ き全症例 に入院 時胸部X線

直接撮影 を行い,そ の肺結核有所見率 を求め,か っ一部

の患者 に つ き該 患者 血液 の 結 核菌 発育 阻止力 をSlide

 Cell Culture法(以 下SCCと 略)に よ り検 した 。

さ らに甲状腺剤 および抗甲状腺剤 のマウス実験的結核症

に及 ぼす影響 もあわせ観察 した。

II文 献 的 考 察

本 問題に関す る文献 的考察 を2,3の 項 目に分け るこ

とがで きる。

1)甲 状 腺結核:

諸文献1)～7)に 明 らかな ごとく,甲 状 腺結核 は古 くか

ら希有 な もの とされ て きた。すなわ ちGloyre,S.R.2)

は結核屍260例 の肉眼剖検所見中わずかに1症 例にの

み甲状 腺結核 を認 め,宮 田8)は 結核屍105例 の剖検 に

おい て6例 に結核性病変 を認 め,さ らに 三 品9),池 田

10)も それぞれ症例報告 をしてい るが,池 田は本邦 の報

告例 は未だ17例 のみ と述べ てい る。また実験 的には石

丸4)が 海〓 におい て結核菌 を心 内に 接種 した 群 の うち

1例 にの みしか該腺 の結核症 を見 出しえなかっ た と報 じ

てい る。すなわ ち甲状腺 自身 は結核 に対 し比較的抵抗 を

示す臓器 の1つ で あ ると考 え られ るが 絶対的 な もので

はない ことは以上の参考文献か らも推察せ られ る。

2)甲 状腺臓器 の殺菌 作用:

Porter,A.E.18)は 結核菌に対す るlipolytic activity

とbacteriolytic powerと の間に一 定の関係が認 め られ

る以下の実験成績 を得てい る。す なわ ち種 々な動 物の種

々な臓器 中肺臓 エキスが最 少の,膵 臓 エ キスが最大 の,

肝臓,胸 腺,淋 巴 腺は強力 な殺菌力 を有 し,甲 状 腺を含

む他臓器 は微少 な殺菌力 しか示 さなかった としてい る。

またGloyne,S.R.2)は 家兎 の 新鮮 甲状腺4mgに 有

毒牛型結核菌 を0.002mgの 割 合に加 え,37.0℃24

時間 および48時 間接触 せしめ海〓 の皮下 にその混合物

を接種 した ところ,全 例 に全身結核 を証 明し,羊 の乾燥

甲状腺に て も同様 の結果 を得 てい る。す なわ ち甲状腺 自

身に はほ とん どbacteriocidalな 作用 は認 め られ ない。

3)動 物実験:

(i)結 核感染の甲状腺機能 に及ぼす影響:

Schafer,E.L.1),野 坂11),吉 野12),森 岡13),近14)

らは それぞれ ラ ッテ,白鼠,家 兎に旧 ツベル ク リンを反復

注射す ると初期 に該 腺の機能亢進を,宋 期 に機能減退を

きた した ことを病理組織学 的にあ るいは コッ トマ ン反応

を用いて証 明 してい る。Webb,G.B.15)ら は 海〓 の 実

験 的結核症 において甲状 腺の肥大 を,石丸4)は 同 じく海

〓を用い ての実験で結核感染初期 には甲状腺の機能が亢

進 し,病 期進行すれば減退 し,さ らに病期高度増悪 を き

たせ ば該機能の頽癈 をきたす ことを病理組織学 的に認 め

た。橋本16)は 結核家兎 に おい て感染3週 間後に 明 ら

か な甲状腺機能亢進像 を認 め,ま た石井17)は 家兎の人

工気胸において最初甲状腺の機能が亢進 し追次的に これ

を行 うときは減退す るど報告 してい る。

(ii)実 験的結核症に甲状腺剤の及ぼす影響:
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Dubos,R.J.19)は 結核感染 白鼠 に0.03,0.01,0.003

%甲 状腺 エキスを飲料水 として 投与 し,各 濃度群 と も

それぞれ10匹 とし,そ の 生存 日数 を 追究 した ところ

0.03%群 は4週 目で10匹 全例 死亡 し,0.01%群

では6週 で10匹 全例 死亡 し,0.003%群 で は6週

で7匹 死 亡したにす ぎず,対 照(0.8%食 塩溶液)群

で は6週 で全例死 亡してい る。す なわ ち 希薄 な 甲状腺

エキス投与 はその生存 日数が対照 よ りも延長 し,投 与 エ

キスが高濃度 とな ると生存 日数が対照 よ り短縮 された と

報告 してい る。Gloyne,S.R.2)は 人,牛 型結核菌 を17

匹 の海狸 に接種 し,経 口的に甲状 腺剤 を投与 したが結核

病変 の進展 を阻止 しえなかった と報告 してい る。石丸4)

は海〓 の実験的結核症で チ ロキシン1.0%溶 液0.1cc

を隔 日に15回 投与 し,注射 開始後30日 で結核菌0.1

mg皮 下接種 し,90日 で剖検,病 理組織学 的に 検査 し

た ところ,無 処置 の対照群 に比べ結核病変 に有意 の差 を

見 出さず該物質投与 は結核病変 の進行 を阻止 しえず と述

べ てい る。さ らに森20)も 同 じく海〓 の実験的結核症 で

甲状腺を試食 せしめ,処 置 せざ る対照群 に比べ36日 目

には両者 とも同様 に結 節を認 め,そ の生存 日数 は甲状腺

試食 群平均29日,無 処置 の対照群 が平均76日 であつ

た と述べ甲状腺機 能が健 常な場合が結 核に対 して もっ と

も抵抗が強 く,機 能亢進 も減退 もと もに結核 に対 す る抵

抗 は減弱す ると結論 してい る。Hans,C.R.21)も 海〓 の

実験的結核症に てチ ロイヂン投与 は病勢の進行に影響 を

及 ぼさぬ とし,久 木田7)も 家兎に人,牛 型 結核菌 を接

種 し,チ ラヂン,チ レオィ ドを隔 日に併用 した ところ結

核 の感染 にやや好影響 ある ものの よ うだが結核感染前後

に持続的 に該物質 を投与す る とか えっ て増悪的影響 を及

ぼす としてい る。 しか るにLurie,M.B.22)は 家兎 にお

け る実験的結核症でTrijodothyroraineを もっ て菌接種

前後 を処置す るとツベル ク リンア レル ギーは対照 よ り過

敏 でな くな り,対 照 に比 しほ とん ど結 節を認 めぬ成績 を

得 てい る。

(iii)実 験的結核症に抗甲状腺物質投 与お よび甲状腺

切 除術 の及 ぼす影響:

石丸4)は 海〓 の甲状腺切 除後15日 目に結核菌0.5

mgを 皮下 接種 し,そ れ よ り30日,60日 目に剖検 し,

森20)も また海〓 お よび マウスで甲状腺 を剔 出 し,い ず

れ も対照 に比べ 病勢進 行速や か な ることを 報 告 してい

る。また同 じく川上23)も 海〓 で 甲状腺剔 出後結核菌 を

接種 す ると結核病変 の進展 が よ り速やか とな り,組 織 学

的に も治癒機 転少な く滲 出性変化著 明かっ生存 日数が短

縮 す ると述 べてい る。 さらにSteinbach,M.M.24)も

結核症に 自然抵抗 を有す るラ ッテで甲状腺切 除を行 うと

人型 結核菌 に対 し該動 物が感受 性 と な ると報告 してい

る。Lurie,M.B.22)は 家兎 の 実験的結 核症 でPropyl-

thiouracilを 投 与す ると,前項 で述べ たD-L-Thyroxin,

Levo-Trilodothyronine注 射群に比 べ 著明な 結節 をそ

の肺臓に認 めた と記載 してい る。

以上の動物実験にっいての文献 か らは統 一あ る結 論 を

導 きえぬが一般 に結核動物 では感染初期 に甲状腺の機能

亢 進 し,末 期 に減退 し,甲 状 腺剤投 与に よ り病勢 に影響

を及 ぼさぬか もし くはやや好影響 を与え,逆 に該腺 切除

お よび抗 甲状腺物質投与 は病勢 を増悪せ しめ るとの成績

および見解 が多いよ うであ る。

4)臨 床 的研究:

甲状腺 と結核症の間 には一般 に拮抗関係が成立 し1)～

7),動 物実験で も初期結核で は甲状腺 の機能が亢進 し,

末期 には減退す る との見解が なされ てい るが,該 腺機能

亢進 と結核症の合併率 は諸家 によ り1)3)著 しい差 異を

認 めす なわ ち5～75%,あ るい は0.25～15%と い う

不統一 な成績 となっ てい る。 これ は統計 の とり方 に もよ

る と思われ るが さ らに初期結核症の臨床症状 と甲状腺機

能亢進症 のそれ とが類似 し,Saathoff,L.27),Susani,

Odorico28)ら は結核症 がM.B.も 含めて チレ オーゼ

の原因 であ り,初 期結 核症 に多 く,重 症例 に少ない と述

べ,か っMusser,J.H.25),Stewart,R.R.26)が その鑑

別診断 を述べ てい ることで も,合 併率の動 揺が推察 で き

る。

Rose,E.et.al.3)は 甲状腺機能亢進症1,053例 中14

例(1.3%)に 肺結 核症 を,ま た肺結 核症729例 中14

例(1.9%)に 該 腺の機能亢進 を認 めてい る。また1,268

例 の結 核屍 についての 剖 検例中108例 の 甲状腺 を調べ

活動性結 核 と甲状腺機能亢進症の合併 はなかっ た と記載

してい る。 また甲状腺機能亢進症18例 の剖検で は肺臓

に活動性結核病変 を認 めず4例 に治癒像 を 認 めた とも

いっ てい る。わが 国におい て も尾形 ら29)が この点 に関

し1,182名 の外来結核患者 中 甲状腺腫 を 合併 せ るもの

15例(1.26%),入 院 甲状腺疾患患 者116名 中結核性

疾患 を合併 せ るもの12.6%と 発表 してい る。 また川

原42)は バセ ドウ氏 病患 者の胸部所 見につい て,25例 中

限局 性,増 殖性,細 葉 性あ るいは2,3の 結 節状陰影 を

示 した もの4例 で,同 一 人が行 った 健 康成人の 検診 の

結果 とほぼ同一程度 と述べ てい る。また森 岡13)は 肺結

核患 者について血 中沃度量 をFellenberg法 で測定 し,

重症例 ではほ とん ど常に減少 し,軽 症 な る ものでは多 く

は上昇 もし くは正常範 囲内にあ ると述 べてい る。また甲

状 線機能亢進 が結 核症 の予後 に及 ぼす影響 については,

Schafer,L.1),Rose,E,Hopkins,H.U.3)が 文献的に

考察 を加 えてい るが,そ の中でFishberg,Rink,Lisser,

Richardら は好 影響 を与 え るとし,Couiand,Sergent,

E.,and Mignot,R,Ison,H.L.ら は悪 影響 を及 ぼす と

してい る。前 者すなわ ちその合併 が結核症 の進展に対 し

好影響を与え るとす る説 よ り,こ れを肺結核の治療 に応

用せん とす る試 みが な され,Webb,G.B.15)は 甲状腺
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エキスが ア ドレナ リンと同様 に肺結核症 のある症例 には

有効 であ ると報告 し,動 物実験 で も既述 の ごとく,そ の

点を追究 し結核 病変 の進展 を阻止 しあ るいは阻止 しえぬ

といわれてい る。 河端30)は 軽症停止 性 肺結核 患者15

例に該 物質お よび 沃 度加里 を2週 間連続投 与 し,一 時

的軽快 もし くは増悪 をきた した と述 べてい る。

以上臨床的研究 を要約す る とや は り動物実験に おける

が ご とく異論百 出の感 なきをえぬが,一 般に肺結核症 と

くにその活動性 の もの と甲状腺機能亢進症の合併 は少 な

い もの とす る説が 多い傾 向にあ ると思 われ る。 また結核

に対 す る化学療法剤 の出現 した今 日,結 核症 に対す る甲

状腺剤の単 独投 与は意義 の少ない もの とな り,も し この

点 を追究す るとすれば抗結核剤 との併用効果 を検討 すべ

き もの と思われ る。

表1性,年 令別に よるバセ ドウ氏病 の肺結核所見
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表2性,年 令別による結節性甲状腺腫の肺結核所見

III甲 状 腺疾患患者の肺結核所 見について

1)調 査方法:

既述 の ごと く伊藤 病院へ昭和30年8月 よ り同32年

7月 までの間に甲状腺切 除術 を 目的 として入院 せ るM.

B.592例,Str.nod.373例 の全症例に 胸部X線 直接

撮影 を行い,昭 和28年 の厚生省の結核実態調査41)の

方法に準拠 し,岡 氏分類 に従い肺結 核所見を分類 し,肺

結 核 所 見 「あ り」 「な し」 「治ゆ」 の3群 に 分類比較

検討 した。

2)調 査成績 および考按:

今回の調査対象の全症例 をM.B.お よびStr.nod.

に2分 し,さ らにそれぞれ性,年 令階級別 に 肺結核所

見の 「あ り」 「治 ゆ」 「なし」 につ き区分 し,表1,2
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に総 括 した 。 この表1,2の 意 義 につ い て は,以 下 のい

くつ か の ヒ ス トグ ラ ムに 分類 考 察 を加 え た 。

a)ま ず 調 査 対 象 の 年 令 構 成 をM.B.とStr.nod.に

分類 比 較 し 図1に 示 した 。 す な わ ちM.B.592例 中

30～39才 が もつ と も多 く31.3%,20～29才 が26.5

%で これ につ ぎ以 下40～49才,50～59才,10～19才,

60～69才 の順 に減 少 し,0～9才 お よ び70才 以 上が 最

少 で そ れ ぞ れ0.3%で あつ た 。Str.nod.で は 同 じ く

30～39才 が もつ と も多 く31.1%で あ つ た が,40～49

才 が25.5%で これ に つ ぎ以 下20～29才,50～59才,

60～69才,10～19才,70才 以 上 の 順 に漸 減 し0～9

才 の年 令 階 級 は皆 無 で あつ た｡す なわ ちM.B.はStr.

nod.に 比 べ比 較 的若 年 者 に 多 い傾 向が 認 め られ た 。

図1調 査 対 象 の 年 令 構 成

バセ ドウ氏病(592例) 結節性甲状腺腫(373例)

次 に調査対象 の 性別 に よる 比 率は,M.B.で は男子

99例,女 子493例 で ♂:♀=1:4.9.Str.nod.で は

男子30例,女 子343例 で ♂:♀=1:11.4で あつた 。

b)さ らに調査対象の肺結核所見率 を厚生省 の結核実

態調査成績(以 下厚生省 と略)と 比較 し図2に 示 した。

すなわ ち肺結 核所見 「あ り」 と判 定 した ものはM.B.

592例 中26例(4.3%),Str.nod.373例 中22例

(5.8%),厚 生省(5.9%)でM.B.の 有病率が他 の2者

に比べや や低 い傾 向が認 め られ た。 この場合厚生省 の実

態 調査成績 はX線 透視,間 接撮 影に よ りスク リーニン

グしてお り私の成績は全部X線 直接撮影で あつた。X

線透視,間 接撮影 は直接撮影 に比 し見逃 し もあ りうるの

で,M.B.の 有病 率が低 い とい うことはそれ を考慮 して

もなおかつ認 め られ る。「治 ゆ」と判 定 した ものはM.B.

592例 中121例(20.4%),Str.nod.373例 中73例

(19.6%),厚 生省(9.8%)でM.B.,Str.nod.と も

厚生省 の成績 よ り高率を示してい る。ただ し上述 の ごと

く透視お よび間接撮影に よる見逃 しとい うこと もあ りう

るので実際 の率 は以上 の数字 ほ どの開 きを有 しない場合

もあ りうる。図2の 成績 をさ らに男女別 に図3に 示す

と,症 例 数の多い女 性では図2の 成績 とほ ぼ一致 し,

図2甲 状腺疾患の肺結核所見率

M.B.の 有 病 率 はStr.nod.,厚 生 省 の 成績 よ り や や低

く,「 治 ゆ」 と判 定 され た もの は や は りM.B.,Str.nod

と も厚生省の成績 よ り高率に認 め られ

たが症例数の少 ない男性例では,(M.

B.99例,Str.nod.30例)男 女差の

結論 は得 られ ない と考 え られ る。

c)次 に 各年令 階級別 にM.B.と

Str.nod.に ついてそれぞれの有病率,

治ゆ率 を図4,5の グラフに示 し,厚

生省の成績 と比較 した ところ,有 病率

はM.B.もStr.nod.も ともに 厚生

省 のそれ よ り各年令階級 とも低 く,と

くにM.B.は30才 台 および10才

台 を除い てはStr.nod.の 有病率 よ り

さ らに低 い値 を示 していた。治 ゆ率で

は症例数の 少ない10才 台 を 除いては 各年令階級 とも

M.B.お よびStr.nod.の 治 ゆ率が厚生省 のそれよ り高

率 を示 し,と くにM.B.は10才 台,20才 台 を除 くと

Str.nod.の 治 ゆ率 よ りさ らに高い治 ゆ率 を示 してい る。

図3男 女別甲状腺疾患の肺結核所見率

また男女別 について は,女 性は図4,5の 成績 とほぼ一

致 せ る成績 を示 したが,症 例数 の少ない男性例 では各年

令階 級別に グラフに図示す ることは不可能であつた。

d)肺 結核有所見者 を病型別に表3に 示 したが,M.

B.,Str.nod.両 疾患 ともI,II,III,IV Aに 属す る も

のが1例 もな く,VII型,XI型 がM.B.に はな くStr.
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図4年 令別肺結核有病率

図5年 令別肺結核治ゆ率

nod.に 各1例 ずつ存在 した。

I,II型 に属す る ものが なか つたのは調査 対象の年令

構成に よ る もの と 考 え られ るが,III,IV A型 が認 め ら

れないのは,両 疾 患 と も肺結 核症に罹患 して も病勢 の進

展 が著 しくない ことを物語 るもの と思 われ る。またM .

B.とStr.nod.と を比 較す ると後 者にのみVII
,XI型

が認 め られ前者 には存在 しない とい うことは さらにM .

B.の 方がStr.nod.よ り肺結核 の 進 展増悪 が 少 ない傾

向にあ るのではないか と考 え られ る。

e)さ らに この有所見者 中肺結核 「あ り」 としたいわ

ゆる有 病 者(M.B.26例,Str.nod.22例)を 病巣 の

拡 りか ら,ア メ リカのN.T.A.の 分類に従い 分類 す る

と,M.B.,Str.nod.と もfar advancedに 属す るもの

は1例 もな く,M.B.お よびStr.nod .に 各1例 ずつ

moderately advancedが 認 め られ
,残 り全部 はmini-

malで あつた｡こ の病巣 の拡 りに ついて もd)の 考案

が適 用で きるよ うに思 われ る。す なわ ち両疾患 ともた と

え肺結核 に罹患 して も増悪進展す ることが少ない傾向に

あるので はないか と推察 で きるが例 数が少ない ことと伊

表3有 所 見 者 病 型 別 表

数字は症例数

藤 病院に甲状腺専 門病院 として,外 来入院患者が来院 し

てい ることも考 慮にいれ るべ きであ るので上述 の推察 に

と どまる訳で ある。

f)最 後 にM.B.,Str.nod .両 疾患 患者の肺結核有病

者の結核 性疾患 の既往症 を表4に 示 したが,肺結核の診断

を受 けた ことが あるのはM.B.26例 中4例(15 .4%),
Str.nod.22例 中5例(22 .7%)で 後 者に多 くかつそ

の中で既往に化 学療 法を受 けた ものはStr .nodに2例

あるがM.B.に は1例 もなかつた。 さ らに肺結 核の外

科療法 を受 けた者 もM.B.に はな く,Str .nod.に1例

あつたのみであ る。 す なわ ち この 既往症 か らで もd)

表4肺 結核 有病 者の既往歴

数字は症例数,()内 は%
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で述 べたM.B.はStr.nod.に 比較 して 肺結核の 進展

増 悪が少ない傾向があ ると考 え られ る。

IV結 論

甲状腺疾患時の肺結核有所見率 を胸部X線 直接撮影

に よ り検討 した報告は まだない。今 回著者 は伊藤病院の

好意 によ り,甲 状腺切除術 を目的 として同院 に入院 せる

バ セ ドウ氏病患者592例,結 節性 甲状腺腫患者373例

につい て,胸 部X線 直接撮影所見に よ り肺結核有所見

率 を調査 した。

1)調 査対象の年令構成 は両疾患 と も30～39才 が も

つ と も多かつ たがバ セ ドウ氏病患者の方が結節性 甲状腺

腫患者 よ りやや若年者 に多い傾向が認 め られ た。性別 は

バ セ ドウ氏病で は ♂:♀=1:4.9,結 節性 甲状 腺腫

で は ♂:♀=1:11.4で あった。

2)肺 結核有病率 はバセ ドウ氏病患者 におい て結 節性

甲状腺腫 患者 および厚生省の結核実態調査成績に比べ て

低かつ た。

3)各 年令階級別 に有病率 をみて もほぼ一致 せ る成績

を得 られた。

4)有 病者 を 病型別 に 調査 した ところ,両 疾患 とも

I,II,III,IVA型 がな く,VII,XI型 が結節性 甲状腺

腫に各1例 ずつ認め られた。

5)有 病者の病巣の拡 りは両疾患 を通 じfaradvanc

edは な く,moderately advancedが 各1例 ず つ あ

り,残 り全部 はminimalで あった。

6)有 病者中結核の既往の ある ものは,バ セ ドウ氏病

患者15.4%,結 節性 甲状 腺腫患 者に22.7%に 認 め

られ,こ の うち化学療法 の既往 は結 節性甲状 腺腫 患者2

例,外 科療法 の既往 は同 じく結 節性甲状腺腫患者に1例

あつた。

すなわ ちバセ ドウ氏 病患者は肺結 核の有病率低 くかつ

た とえ肺結 核に罹 患 して も進展増悪 す ることが少ない傾

向にあ ると思われ る。


